
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 避難所生活が２週間を過ぎた頃からエコノミー症候群の危険が高まり、

血栓が血管に詰まり、重篤な症状を起こすことがあると言われています。 

3月 28日、多賀城文化センターでの避難所まわりのチームは、足湯の準備

をして訪問しました。 

 プラスチックの容器にお湯を張り、適度な温度に調節し、指の間まで丁

寧に洗いました。そして爪切り、保湿クリームを塗ってのフルコース。避

難者の方は２週間以上お風呂に入れていなくて、足湯のサービスに「とて

も気持ち良かった」「温まりました」「気分はお姫様気分です」などと話し

ていました。また、足湯でマッサージしている間に会話も弾み、体も心も

リラックスしていました。そして誰もが笑顔で避難場所にもどって行きま

した。 

 北海道勤医協看護師の大野由佳さんは、「被災地にきて、自分に何ができ

るのだろうかと心配していましたが、避難所の方にこんなに喜んでいただ

いてほんとによかったわ」と笑顔で話していました。 

                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3月 28日、つばさ薬局の薬剤師や全国

から支援にはいいている薬剤師が、医師

や看護師とともに避難所になっている多

賀城文化センターを訪問しました。 

 避難所には、お薬を持ってくる余裕も

なく避難した方もみられ、医師の指示に

したがって、８人にお薬を提供しました。 

 厚生労働省では、今回の大震災の被災者が保険医療機関で受診した際の一部負

担金（入院時食事療養費・入院時生活療養費標準負担額、保険外併用療養費の自

己負担額を含む）の支払いを 5月まで支払いを猶予する方針を決めた。そのうえ

で支払いを猶予した一部負担金については保険者の判断で免除するよう都道府県

へ通知していた。 

 仙台市では 3 月 14 日、医療機関を受診する際、診療前に各区役所・総合支所

に申し出をし、住家の全半壊の被災をしたなど一定の要件に該当すると確認され

る場合、国民健康保険の一部負担金を免除することを決めた。この場合の添付資

料は不要。また、保険証の紛失等により医療機関に提示できない場合には、氏名・

生年月日・住所の申し立てにより受診できることになっています。 

 多賀城市下馬のマキ米穀店からお米と灯油の代金はカンパしますとの申し出が

ありました。地震の翌日、坂病院ではお米 95 キロ、灯油 40ℓを届けていただきま

したが、この代金をカンパしてくれました。厚生協会の平尾伸二さんは「地震直後

で大変な時期に納入していただき大変助かったほかにカンパして頂き、大変感謝し

ています。」と話していました。 


